
（別紙３）

～ 2025年3月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

～ 2025年3月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

公共の施設を利用を利用することで、
社会のルールを知っていけるように取
り組んでいきたいです。

2

季節に合ったイベントなどでより異年
齢のこどもたちが触れ合える環境を整
える。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

予定、時間配分等を考慮し活動の立案
をしていく必要がある。

2

3

個別での課業、小集団での取り組みが
できます。

買い物学習や制作、クッキングなど子
ども達が興味をもって取り組めるよ
う、活動プログラムを立案していま
す。

異年齢保育ができます。 異年齢同士でも一緒に楽しめるような
絵本の読み聞かせや粗大運動など。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・地域交流の機会がすくない。
・放課後等デイサービスとの併設の
為、営業時間が午前のみであること。

2024年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年4月15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 タートル

○保護者評価実施期間 2024年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


